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夢の美容整形

　

　

とても醜い女が美容整形を受けるため、あるクリニックにやって来た。そのクリニック

は最新の技術と院長の天才的な手腕により、どんな顔でも美人になれると評判であった。

　

女は泣きながら言った。

　

「私を美人にしてください。私はこの顔で、この世の中を生きていくことに、もう耐えら

れません。なぜ世間の人たちは、顔立ちという、なんの意味もない要素で人を評価する

んですか？」

　

院長は思った。

　

「これは重症だ。自分の醜さが、社会への恨みにまで発展している。私は医学に携わる者

として、こういう人の心を救ってやりたい。この人だって、顔が良くなれば、自分をもっ

と大切にするし、他人へ恨みを持つこともないはずだ」

　

それは、院長が常に持ち続けている信念だった。院長は一人の医者として、患者とその

周囲の人々の幸福を真剣に追及していたのである。

　

しかし、院長は一方で、どんな手術をこの女に施せばいいか悩んだ。この女の顔は、院

長が今まで診てきた中でも、指折りの醜さだったからだ。

　

もちろん、骨格を取り替えるくらいの意気込みで、顔に大手術を敢行することが不可能

ではない。しかし、それではあまりにも費用が高額になるし、経年変化などを考えても、

患者に大きな負担となりかねなかった。
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そこで、院長は決意した。

　

「私が長年研究を重ねてきた画期的な方法があるのだが、どうだろう？ それを試してみ

ないかね？」

　

女は喜んで、その手術を受けたいと言った。そこで後日、この女に院長が生み出した世

界初の手術が行われることになった。

　

数日後、その手術は行われた。しかし、大手術を覚悟していた女の予想に反し、その手

術は、ものの数十分で終了した。しかも、手を加えたのは目の周囲だけ。こんなもので

美人になれるのか、正直、女は不安になった。

　

しかし、術後、院長から渡された鏡を見て女は驚いた。

　

その鏡には、目もくらむような美人が映し出されていたのである。

　

女は泣いて院長に感謝した。

　

「先生、ありがとうございます。あなたは天才だわ。こんな簡単な手術で、あの醜かった

私をこんなに美しくできるなんて」

　

院長も、内心ほっとした様子で女に言った。

　

「うまくいって良かった。わたしはこれから、この手術を多くの人に施していこうと思

う。みんなが美しくなれば、この世の中はきっと明るく、素晴らしい世界になると思う

のだよ」

　

こうして、女は自信を手に入れた。そして、これまで怠りがちだったダイエットにも精

を出し、服装やメイクなどの研究も重ね、どこに出ても恥ずかしくない、立派な美人に

変貌を遂げた。

　

女は鏡を見るたびに思った。

　

「私は美しくなった。それもみんな、あの院長のおかげ。私を根底から変えてくれたわ。
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自分に自信があると、すべて前向きに生きられる」

　

そんなふうに、自分の美貌に満ち足りていた女であったが、街を歩いていて、ある変化

に気がついた。

　

女の目に映る人々が、みんな美しく見えるのである。

　

それまでは、自分ほどではないが醜い人も確かにいて、女はそういう人を見るたび、同

じ仲間に会ったような親近感を感じていた。ところが今、女はそんな人に一切出会わな

くなったのである。

　

女は思った。

　

「私は今まで、世の中を卑屈な目で見ていた。美しい人を憎み、そういう人がこの世から

いなくなればいいとさえ思っていた。でも、今はそんなふうには思わない。一人一人、個

性はあるけど、みんな美しい顔を持っている。それに良し悪しなんてないわ。今まで私

は醜かったから、なんとか他の人の顔も醜くあってほしいと願っていたのね。そんな気

持ちがなくなったから、今の私は、どんな人も美しく見えるんだわ」

　

女は美容整形を受けて本当に良かったと思った。

　

「私は心まで美しくなったのね」

　

それからほどなくして、女は街で偶然出会った男性に声をかけられた。そんな経験は生

まれて初めてだったし、それ以上に驚いたのは、その男が、とても美しい顔をしていた

ことだった。

　

しかも、話してみると、男はとても心の美しい人間だということが分かった。その女に

だけでなく、すべての人に対して優しいし、そして、何事にも、常に前向きな気持ちを

持っていた。男は女に言った。

　

「僕は、この世の中にあるもの全てが美しいと思うんです。人間だって、みんな美しい。

いろんな個性はあるけど、良し悪しなんてありません」
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女は、その言葉を聞いた途端、恋に落ちた。自分と全く同じ考えを持つ人に出会えたか

らだ。そして男もまた、女が顔だけでなく心も美しい人だと知って、恋に落ちた。

　

すぐに二人は交際をはじめた。誠実な男に、心から美しい女。二人は、この明るく素晴

らしい世界を代表するような、非の打ち所のない恋人となったのである。

　

ある日、二人は手を繋ぎ、浮き立つような気持ちで街を歩いていた。

　

「僕は、あなたみたいな美しい人と歩けて幸せだよ」

　

「ええ、私もよ。でも、美しいのは、私たちだけじゃないわ。私たちを取り巻く全てが美

しいの。あの人もあの人も、みんなすてきな顔をしているわ。そんな美しい人たちに囲

まれて、私たちとても幸せね」

　

「うん。この世界は何から何まで美しいよ」

　

そんな時、この幸せな二人と、ある若い男女がすれ違った。幸せな二人には、その男女

も、もちろん美男美女に見えたわけであるが、その若い男女は二人の顔をまじまじと眺

めたあと、小声でひそひそ話をはじめた。

　

「見たかよ、今の二人。とんでもない顔してたな」

　

「ほんと、男も女も、見たこともないようなブサイク！」

　

「俺たちも別に美男美女じゃないけどさ、あれよりはマシだな」

　

「まぁ、お似合いなんじゃない？」

　

若い男女は笑いながら去っていった。うす汚れたビルの下に、うす汚れた顔の人間が居

並ぶ、灰色の雑踏の中へ. . .

　

それから数ヵ月後、あのクリニックの院長は、「世界美容フォーラム」なる国際会議の壇

上に登っていた。世界中の美容整形関係者が集まり、最新の研究や、施術事例などを発

表し合うのである。
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院長は力強く語った。

　

「この場を借りて、私が開発した画期的な美容整形手術についてご報告いたします。

　

これまでの美容整形は、鼻を高くしたり、顎のラインを削ったりと、実際に顔を美しく

することを目的としていました。しかし、私はそれと全く異なるアプローチの美容整形

を編み出しました。

　

それは、患者の目に変化を与える手術です。と言っても、目を大きくしたりするのでは

ありません。目の見え方を変えるのです。ほんの少し、患者の眼球に手術を施すことで、

その人の目に映るもの、その全てが美しく見えるようになるのです」

　

会場からざわめきが起こった。

　

「この手術を受ければ、鏡で見た自分の顔はもちろん、出会う全ての人が美しく見えるよ

うになります。いわば、その人の世界から、醜い人が消えてなくなるのです。

　

自分自身が美しくなるので、その人は他人に対して妬みを感じることはありません。ま

た、周りの人も美しくなるので、他人を見下すこともありません。その人は、劣等感や

優越感が生み出す全ての負の感情と、無縁の人生を歩むことができるのです。美しい世

界で美しい心を得て、幸福な人生を歩むことができるでしょう。

　

みなさんもお気づきのとおり、たしかに周りの人はその人を美しいとは思わない。しか

し、もしもですよ、みなさん。もし、たくさんの人がこの手術を受けたらどうなるでしょ

うか？

　

この手術を受けた人たちは、互いに互いの顔を美しいと思い合うわけです。その人たち

が集まれば、もう実際の顔なんて関係なくなります。それはもう、立派な美男美女の集

まるコミュニティの誕生と言えるのです」

　

院長は自分の話に聞き入る聴衆へ、優しい微笑を浮かべながら言った。　
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「実例を紹介いたしましょう。

　

私は最初、ある醜い女性に、この手術を施しました。手術は大成功で、その女性は鏡で

自分の顔を美しいと認識し、そしてまた、出会う全ての人を美しいと感じるようになり

ました。

　

その後、私はある醜い男性にもこの手術を施し、もちろん成功しました。彼もまた、この

世界が美しく見えるようになり、心の底から前向きに生きられるようになりました。私

はすでに、二人の容姿に悩む男女を救ったのです。

　

しかし、それだけではありません。

　

なんと！ たいへん喜ばしいことに、その二人の男女は街で偶然巡り会い、恋に落ち、今

や結婚して幸福な家庭を築いています。

　

実際に、あらたな美男美女のコミュニティが誕生しているのです！」

　

会場から歓声が上がった。

　

「私は、全人類にこの手術を受けてもらいたい。そうすれば、この世の全ての人間は美し

くなるのです。しかも、これまでの美容整形のような大手術をする必要はありません。低

価格・短時間・安心安全で、全ての人が幸せになれるのです。

　

私はこの手術を独占するつもりは毛頭ございません！ この技術のすべてをみなさんに公

開いたします。是非みなさんの手で、容姿に悩む患者を救ってあげてください」

　

最後に、院長は強く右手の拳を握り、透き通るような瞳を輝かせながら宣言した。　

　

「さあ、美容整形に携わるみなさん！ われわれの手で、醜い人のいない世の中を実現さ

せましょう！ きっとその先に、すべての人にとって幸福な世界があるはずです！」
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